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●山歩きの魅力
　初心者の人は、必ず慣れた人と一緒に行くこと。安全に家に帰ってくるまでが山登り。しん
どいと思ったら、途中で引き返すことも勇気です。頂上を目指すだけがゴールではないし、山
歩きにはいろんな魅力があります。
　森の中で感じる時間はゆったりとしていて、空気も違います。山に寝転んで空を見上げ、静
かに森の音に耳を傾けるのもいいし、落ち葉の上をサクサク歩くのも気持ちいい。嫌なことが
あった時には、土が嫌な気持ちを吸い取って忘れさせてくれます。山を歩く時に木を見るのも
いいけど、土を感じるのもいいです。
　久保谷山でガイドをしていた時に、「私は土になる」と言ったおばあさんがいました。「私は、
今まで死ぬことがすごく怖かったけど、山に寝転んで空を見ていたら、土に還って、命が巡り、
草木を支え育むと思えば怖くなくなりました」という話に感激しました。１cm の土ができる
のに 100 年かかるといわれます。人間の生きている時間の何倍何十倍という長い時間が森の中
では流れ、途切れることなく命が巡っている。そんなことを感じながら歩くと、山歩きって楽
しいなと思います。
　また、山歩きをしていると “往環道（おうかんどう）” と言われる昔の生活道を見ることがで
きます。集落から集落まで、何百年もわらじを履いて人が行き来してきた道が今も残っていて、
お地蔵さんなんかもある。昔の人は集落と集落を最短距離で行ける険しくない道を作って、行
き来していたのは生活の知恵ですよね。そういう昔の人の生活が垣間見えるのも、山登りの楽
しみのひとつ。お年寄りにその当時の話が聞けたら、それも楽しいですし、逆に、そういう話
がどんどん途絶えて聞けなくなるのが残念です。
　分水嶺（ぶんすいれい・雨水を異なった水系に分かつ山の峰々）を感じながら歩くのも好き
です。一歩違えば、水が流れる方向が変わる。私たちの毎日も分水嶺と同じで、日々選択しな
がら生きている。今日何を食べるかも、何時に寝るかも分水嶺。そんなことを、分水嶺を歩い
ていると感じます。
　「なんでわざわざしんどい思いして山に登る？」という人もいるけど、人生と同じで、平坦
なだけじゃつまらない。上り坂、下り坂、デコボコ道を歩いたり、獣道に迷い込んだり、つら
い思いをしたりしたことを、ふとした時に思い出すことがあります。そういう思い出せる場面
があることも嬉しいこと。雨降りの山もいいし、山登りをしていると思いがけない感動に出会
え、毎回違うからあきることはありません。
　一人で歩けばいろんなことを感じられるし、みんなで行けばそれも楽しい。是非、山に行っ
てみてください。

緑の募金グッズ「緑の募金×高知家」木製バッチ＆
　「高知の山歩き手拭い（四万十編・まんなか編）」ご紹介
一定額以上を緑の募金に寄付いただいた方に、
「高知県森と緑の会」オリジナルの緑の募金グッズを
プレゼントしています。募金の方法などについては、
お気軽にお問い合わせください。

500 円以上の募金でバッチプレゼント
木のぬくもりあふれるバッチを胸に、
高知と緑を愛する気持ちをアピールしよう！

※直径約 3 センチ
　高知県産ヒノキの間伐材使用

1,000 円以上の募金で手拭いプレゼント
「四万十編」「まんなか編」「東部編（来春
 完成予定）」を首に巻いて山歩きしよう♪












